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７ 会議の概要 

委員長   ただいまから、商工農林水産委員会を開きます。 

      〔傍聴の申込み（１名）について諮る…許可〕 

委員長   これより、商工労働部所管分の議案の審査を行

います。 

議案第１号 平成３０年度富山市一般会計予算、

第１条歳入歳出予算、歳出第５款労働費、第７

款商工費中、商工労働部所管分、第３条債務負

担行為中、商工労働部所管分、 

議案第９号 平成３０年度富山市企業団地造成

事業特別会計予算、 

議案第１０号 平成３０年度富山市白樺ハイツ

事業特別会計予算、 

議案第１１号 平成３０年度富山市牛岳温泉健

康センター事業特別会計予算、 

議案第１２号 平成３０年度富山市牛岳温泉ス

キー場事業特別会計予算、 

議案第１３号 平成３０年度富山市競輪事業特

別会計予算、 

以上６件を、一括議題といたします。 

これより、順次、当局の説明を求めます。 

商工労働部長 〔挨拶〕 
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商工労働部理事 〔議案第１号中 

      商工労働部所管分の概要について、 

      議案第９号から議案第１３号までの概要につい

て、 

      議案説明資料により説明〕 

商業労政課長 〔議案第１号中 

      事業所内託老施設推進事業について、 

      富山市スーパーシニア活躍促進人材バンクにつ

いて、 

      富山市事業承継支援補助金について、 

      消費者購買影響分析調査事業について、 

      中心商店街賑わい創出事業について、 

      商工業振興資金等貸付事業について、 

      緊急経営基盤安定資金貸付事業について、 

      議案説明資料により説明〕 

工業政策課長 〔議案第１号中 

      企業立地奨励事業について、 

      議案説明資料により説明〕 

薬業物産課長 〔議案第１号中 

      くすり関連施設整備事業について、 

      富山のくすりＰＲ推進事業について、

      くすりのまち休憩所整備事業について、 

      空港内富山市コーナー改修事業について、 

      議案説明資料により説明〕 
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観光政策課長 〔議案第１号中 

      富山市まちなか観光案内所の開設について、 

      佐藤記念美術館カフェ運営事業について、 

      富山駅総合案内所の運営について、 

      バナーフラッグ掲出事業について、 

      らいちょうバレーエリア整備事業について、 

      コンベンション推進事業について、 

      議案説明資料により説明〕 

工業政策課長 〔議案第９号について、 

      議案説明資料により説明〕 

公営競技事務所長 〔議案第１３号について、 

      議案説明資料により説明〕 

委員長   これより、質疑に入ります。 

質疑はありませんか。 

柞山委員  おはようございます。今、商工労働部から２１

項目について説明していただきましたが、その

うち１０項目が新規事業あるいは拡充事業とい

うことで、都市化に向けて良好な努力をされて

いると感じました。 

議案説明資料の２ページですが、新規事業の事

業所内託老施設推進事業についてお伺いいたし

ます。これに取り組むに当たって、企業からこ

ういう声が多くあったのかどうか、まずお聞き
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したいと思います。 

商業労政課長 私どものほうで企業訪問などをして、お話を聞 

く機会がございますが、こういった介護につい

て介護者である従業員の方が介護を理由に辞職

されるといったお話は聞いたことがございます。 

柞山委員  これは送迎時の待機場所等の事業所内託老施設

ということですが、簡単な軒先なのか、それと

も事業所内の部屋なのか、具体的に何か考えは

ありますか。 

商業労政課長 要件としましては、事業所内及び事業所に近接 

する施設ということですが、原則は高齢者の方

が快適に過ごせるスペースを確保していただき

たいというものでございます。例えば食堂の一

画をパーテーションで区切るとか、使っていな

い会議室を開放していただくとか、あまり費用

のかからない方法でやっていただくということ

を今想定しております。 

柞山委員  「利用者１５名につき最低１名以上の専任職員 

を配置すること」とありますが、どういう理由

からなのかお聞きします。 

商業労政課長 この事業は、介護サービスは行わないという前 

提でありますが、高齢者の方が一時期でもいら
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っしゃるため、その期間に何かあったら困ると

いう理由から、そのような配置をお願いするも

のでございます。利用者１５名につきというこ 

とについては、国の介護の職員配置基準を準則

させていただいているもので、この託老所の設

置についてこういった要件が何か決まっている

わけではございません。 

柞山委員  利用者１５名につき最低１名以上ということで

すから、利用者が二、三名の場合でも専任職員

を１名つけるという解釈をすればいいのかお聞

きします。 

商業労政課長 そういう形でお願いすることになります。 

柞山委員  補助内容についてでありますが、これは何件を

想定されていますか。 

商業労政課長 来年度予算１００万円の内訳につきましては、 

設置に要する費用が５０万円、運営に要する費

用が５０万円で１件を想定しています。 

柞山委員  申込みの数が多ければ、補正というか、増やす

ということですか。 

商業労政課長 今、来年度にかけてこの事業のＰＲをさせてい 

ただいて、１件を超える場合は補正対応という
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ことも視野に入れて考えております。 

泉委員   いつものごとく、議案説明資料１８ページのら

いちょうバレーエリア整備事業について、前回

の商工農林水産委員会での説明で、危ないとい

うことを認識しましたので、この件に関して私

はそうだろうなと理解していましたが、けさに

なって突然、企画管理部から３月１９日の総務

文教委員会の委員会資料が出てきました。その

中に、富山市外郭団体の将来の方向性について

ということで、中長期的な懸念事項や検討課題

がある経営改善という項目の大山観光開発株式

会社の部分をちょっと読み上げますが、「当該

団体は解散を含め抜本的な見直しを実施」とあ

りました。私の地元ですから、いろいろな方向

性を今まで一生懸命考えてきたのですが、それ

を一般質問の前に出さずに、きょうになって 

このようなものは初めて出てきたのですよ。で

すから、私は質問をしたくはなかったのですが、

この中に、外郭団体の将来の方向性を定め、そ

の目標に向かって改革を実施していくものとい

う趣旨まで書いてあって、大山観光開発株式会

社は解体を含め抜本的な見直しを実施という強

烈な言葉が出てきたので、話をさせていただき

ました。この事実というか、こういう行為に関

して、商工労働部長から何か補足があれば、よ

ろしくお願いします。 
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商工労働部長 私はその資料をまだ見ておりませんので、どの 

ようなものなのかちょっと分かりかねます。あ

まり予想で物を言ってもあれなのですが、私の

認識では、それはまだ市としての方針決定では

なく、検討された委員の皆さんの御意見をまと

めたものではないのでしょうか。私の認識とし

てはその程度なのですけれども。 

泉委員   この資料は本年２月１５日に検討委員会から答

申があったということで、もう１カ月以上前の

話なのです。それで、私は３月１３日の一般質

問で中山間地のいろいろな施設についての質問

をしたのですが、この総務文教委員会の委員会

資料が配付されたのがけさの９時半ということ

で、今から大体１時間半くらい前なのです。委

員会開始の３０分前にこういう資料がぼーんと

あらわれて、「あれ、どうなっているのだ」と

いう気持ちになったので、一つ質問させていた

だきました。こんな強烈な言葉で出てきて、僕

自身も心の中が非常に整理できていない状態な

のですけれども、この辺をもうちょっとやわら

かい言葉にされるとか、ひとつまた検討のほう

をよろしくお願いいたします。 

商工労働部長 総務文教委員会の委員会資料によりますと「指 

針を策定するとともに」とありますので、どう

なのですかね。よくわからないです。ただ、あ
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くまでもこのお話を進められるのは私ども商工

労働部の所管ではないものですから、この場で

何かお約束することもできませんので、そこら

辺は御了承いただきたいと思います。 

佐藤委員  議案説明資料３ページの富山市スーパーシニア

活躍促進人材バンクについて、高齢者雇用促進

アドバイザーを新たに設置するということにな

っておりますが、まず来年度の拡充予算につい

て、今年度の実績等の状況をお聞かせください。 

商業労政課長 まず先週末３月９日現在の状況でございますが、 

登録企業数は７２社で、登録者である６５歳以

上の高齢者の登録者数は３０人、現在までのマ

ッチングの件数は６件でございます。そのうち 

成約しているのが１件という状況です。相談員

については、昨年８月から今現在まで２１６社

を企業訪問して人材バンクの周知に努めている

ところでございます。 

佐藤委員  精力的に活躍していただいて、具体的にマッチ

ングが実績として実ったことは本当にすばらし

いと思いますけれども、この拡充予算の委託料

や報償費の内訳と積算根拠を改めて、もうちょ

っと詳しく示していただけますか。 

商業労政課長 昨年８月の開設ということもありまして、来年 



9

度は通年予算になります。それで、委託料とし

ましては８７０万円余り、アドバイザー報償費

としましては３００万円を今予定しております。 

佐藤委員  高年齢者雇用促進アドバイザーとしてもう１名

を新たに配置するということで、要するに人数

はどうなっているのですか。 

商業労政課長 今現在配置しておりますのは、相談員を１名と 

事務補助員としての臨時職員でございます。こ

の高年齢者雇用促進アドバイザーという方につ

きましては、常勤ではなくて週２日程度の勤務

をお願いするものでございます。アドバイザー

という名前でいろいろな企業関係などにお声か

けしていただくような方を想定しております。 

佐藤委員  マンパワーといいますか、人の力だと思います

ので、高年齢者雇用促進アドバイザーとして何

人置くというイメージなのかをちょっと知りた

かったものですから、具体的な人数はどうなの

でしょうか。 

商業労政課長 高年齢者雇用促進アドバイザーとしてお願いす 

る方は今現在１名を考えております。 

佐藤委員  １名のままということですか。今年度も１名だ

ったと思いますので、改めてまた別の方をさら
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に増やすという事業なのかを聞きたかったので

すが。 

商業労政課長 今現在２名おりますが、新たに１名ということ   

で、人員的に申せば３名という態勢になります。 

佐藤委員  わかりました。いずれにしましてもこれまで以

上に精力的な動きと、また無事故でこの制度が

より充実していくことを期待しております。 

小西委員  議案説明資料１７ページのバナーフラッグの掲

出事業について、季節もありますけれども、前

回のものと比較して件数だとか、前回はどれだ

けの費用がかかったのか、お聞かせください。 

観光政策課長 前回は、平成２６年と平成２７年の２年間をか 

けてデザインの更新を行っております。費用に

ついては約２，３００万円をかけております。 

小西委員  何本つくったのでしょうか。 

観光政策課長 デザインは８つありまして、それらを全て更新

し、本数的には大体６，０００枚をつくりまし

た。６，０００枚といってもペアで６，０００

枚なので、セットとしては３，０００セットで

す。 
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小西委員  今回の分も同じような数で計画しておられるの

ですか。 

観光政策課長 今回は、３，０００枚なので１，５００セット 

を予定しております。 

小西委員  前回は３，０００セットということで、今回は

半分になるわけですけれども、本数を減らすか

場所を減らすということになるわけですか。 

観光政策課長 現在、１１種類のバナーフラッグがあります。 

そのうちの４種類を更新するということで、本 

数を減らすことにはならないです。 

小西委員  希望ですけれども、できればデザインなどの制

作をやはり地元の企業、デザイナーに依頼する

という格好で地元にお金を還元するというよう

なことをぜひともやっていただきたいと思いま

す。 

観光政策課長 デザインにつきましては一般公募を行う予定で 

あります。 

橋本委員  議案説明資料６ページの中心商店街賑わい創出

事業について、この事業は高年齢者を対象とし

てとなっておりますが、なぜ高年齢者だけなの

ですか。 
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商業労政課長 この事業はまちづくりとやまが実施される事業 

ということで、私どものほうではそれに対する

補助事業という形でやらせていただいておりま

す。まちづくりとやまのほうで高年齢者を中心

にということでお考えになっておられまして、

全市民を対象にという案もあったのですけれど

も、やはり中心商店街ににぎわい創出というこ

とで、日中にもより多くの方に来ていただくこ

とを考えると、高年齢者である６５歳以上の方

を中心としてまず行い、広めていったほうがい

いのではないかというお考えをお持ちになって

おられまして、私どもも同感ということで６５

歳以上の方を対象にしたということでございま

す。 

商工労働部長 ちょっと補足させてください。６５歳以上の方 

に限定いたしました理由として、ほかには中心

商店街はやはり平日の日中に一番人が欲しい 

反対に言いますと、今は人がいない時間帯とい

うことになります。そこを何とか増やしたいと

いうことで、６５歳以上の方ですと皆さん、お

でかけ定期券などを使っていただいて、１００

円でまちなかまで来ていただけます。また、お

若い方ですと、雨だろうと、多少、雪が降ろう

と何か着込んで家の近所などでウオーキングを

しておられる方がたくさんおられますが、やは

り高年齢者の方々は、アーケードがあれば雨も
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心配いらないですし、雪の心配もしなくていい

というようなことで総合的にいろいろと考えた

結果、こういう形で行こうかということでござ

います。 

橋本委員  平日の日中ということで、多少は理解できます

が、中心商店街のにぎわいにはやはり若者たち

に来てもらわないと、なかなかにぎわっていか

ないのかなと思っていますので、今後ともまた

そういった若い方たちなどを対象にした取組み

もいろいろと考えていただきたいなと思ってお

ります。 

金厚委員  議案の２件について話をさせていただきます。

まず１点目は、先ほど佐藤委員からも話があり

ました、議案説明資料３ページの富山市スーパ

ーシニア活躍促進人材バンクについて、相談員

のことも聞きましたけれども、今の民間の現状

を把握しておられるのかどうか、お聞きしたい

のですが。 

商業労政課長 民間の現状と申しますと、６５歳以上の方の雇    

用状況ということでございますか。人数などは

把握しておりませんが、近年は６５歳以上の方

についても例えば１年更新などといった形のい

ろいろな就業形態で雇用している企業は着実に

増えていると思っております。実際に企業訪問
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の際に、６５歳以上の方を雇用したいという旨

を伺っております。 

金厚委員  私のほうに入ってきている話では、土木業を含

め、建設関係はほとんど技術屋がいないのです

よ。事実として、ことしの冬の除雪でもオペレ

ーターがいないのです。機械はあるのにオペレ

ーターがいないから動かないというような状況

がたくさんあって、雇用したいのに人材がいな

い、情報が入ってこないと。職業安定所におい

ても話が全然ないですし、ましてや今言ってい

るようなスーパーシニアとなってくると、７０

歳を過ぎていても能力のある方はあるし、私た

ちみたいにそうでない者もいるけれども、実際

には優秀な技術屋さんもいらっしゃるので、そ

ういう情報をもっと集めるような努力をしない

ことには何にもならないですよ。そうでしょう。

先ほども実績を聞くと、３０名の登録があって

も成約できたのは１件だとか、その程度でしょ

う。そんな状況で人材は確保できるのですか。

極端な話、職業安定所から文句を言われるくら

いにやはり人を集めてこなくてはいけないと思

うのですが。確かに予算も増えてきて、技術屋

も増えているのですが、その辺のところをもう

少し考えていただきたいと思います。商工労働

部長、どうですか。 
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商工労働部長 今ほどお話がありましたように、技術者がなか 

なかいないということですが、このスーパーシ

ニア活躍促進人材バンクは昨年８月から始めた

わけでして、そのときにも本会議等で御説明は

１度していると思いますけれども、一般にそこ

ら辺にたくさんいらっしゃる方というわけでは

なくて、すぐれた技能や高度なノウハウをお持

ちの方と、本当はそういう人を雇いたいのだけ

れども、なかなかそういうスキルを持った若い

方は給料が高くて雇えないというような比較的

規模の小さな中小企業をうまくつなげて、産業

の活性化を図れないかということで始めた事業

であります。件数があまり多くないというお話

でございましたが、確かにそういう人材があま

り多くないということも現状でありまして、マ

ッチングがなかなか進まなかったという、その

辺の課題が見えてまいりました。実際に事業を

やってみますと、企業から本音をなかなかうま

く聞き出せないですとか、あるいはそういう方

がまだ埋もれているのではないか うまく発掘

できないとか、やはり一般的なやり方ではこれ

以上はなかなか進展が難しいという判断に至り

ました。今考えております高年齢者雇用促進ア

ドバイザーというのは、市内の企業の事情もあ

る程度は御存じで、経営者の方々ともちょっと

顔がつながっているような方を何とかうまく探

して、もうちょっと踏み込んだところでマッチ
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ングを進めていってもらいたいという思いでの

このたびの拡充でございますので、その辺ひと

つ御理解をいただきたいと思います。 

金厚委員  理屈はわかります。また努力していただきたい

です。 

      それともう１点お聞きしたかったのは、議案説

明資料１１ページの富山のくすりＰＲ推進事業

について、最近テレビにも出ていて、会社の名

前を言っていいのかわからないのですが、富山

でつくった薬だと言って、コマーシャルを出し

ている通信販売の会社がありますよね。あれが

すごく売上げを伸ばしているのですよ。聞くと

ころによると、富山の丸の内のビルに本社があ

ることになっているのですが、では富山で薬を

つくっているのかということになってくるとな

かなかちょっと首をかしげるような企業なので

す。名前は非常に格好いいのですよ。あれが法

的に大丈夫なのか、富山で実際に薬をつくって

くれているのか、その辺がちょっとよくわから

ないものだから、薬業物産課で何か把握してい

るのか聞きたかったのですが。

薬業物産課長 広告も大々的に出ていますので、会社の名前は 

もちろん、私も認識はしております。その会社

が薬をつくっているわけではなくて、通信販売

の資格というか、許可を得てあのようなことを
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やっているということは伺っております。また、

実際に、薬がどこの会社でつくられているのか

ということにつきましては私自身、存じ上げて

おりません。 

金厚委員  皆さんもよくわかっていらっしゃると思います

が、富山の薬というのは非常にネームバリュー

が高く、ましてや生産が全国でいえば５本の指

に入るような県なのですけれども、通信販売の

会社なのかどうかもわからないですし、その辺

は法的に規制するとかそういうことではないの

ですが、何か考えなくてはいけないのではない

かなと思うのですが。 

商工労働部長 今ほどのお話ですが、私どもも大変歯がゆい思 

いをしている面もございます。それで、市内の

製薬メーカーの皆さんでつくっておられます、

富山市薬業推進協会という団体がございまして、

今はテイカ製薬株式会社の松井社長が会長をお

務めなのですが、松井会長に私どものほうから

ちょっと御提案をしたことがございます。あの

ようなメーカーのものが売上げをどんどん伸ば

しているというふうに聞いており、富山の薬は

これまで品質も高く、大手企業からも認められ

ていて、ＯＥＭなどもやっているということを

外へ向かって大きい声で言ってみてもどうにも

ならないと思います。まず自社ブランドで売る
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薬のパッケージに「富山のくすり」という文字

をはっきりと入れてはどうでしょうかという御

提案を松井会長にしましたところ、自社のもの

については既に何種類か 文字はあまり大きく

ないので、もうちょっと大きくならないかなと

私も思っているところなのですが そのような

文字が入っているものが販売されているとのこ

とでした。今後は協会の内部でも会員に呼びか

けて、印刷のロットがかなり大きいのですぐに

対応することは無理かもしれないのですが、賛

同をいただいて、できるところから広げていき

たいというお話を伺っておりますので、しばら

くはそういった推移をちょっと見守ってもらい

たいと思います。私どもも機会があれば、ぜひ

そういうことをＰＲしていければというふうに

思っております。 

金厚委員  今の薬の話ですけれども、結局富山の場合は、

名前は言えないですが、実際に薬のパッケージ

を印刷業者でつくっている会社が幾つもあるの

です。その辺のところを考えれば、今、商工労

働部長が言われたとおり、富山の薬ということ

でやはり前面に相手は出してきて、テレビに載

せて、売上げを上げているのですよね。やはり

薬業物産課のほうで何か考えてもらわないと。

今、商工労働部長が言われたとおりだと思うの

ですよ。また頑張ってください。よろしくお願
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いいたします。 

大島委員  金厚委員の御質問にもありましたように、今、

夕張メロンや松阪牛といったように、富山の薬

や配置薬というブランドの登録はしっかりでき

ているのかどうかといった調査をまたお願いし

たいということを一つつけ加えたいと思います。 

次に議案説明資料１９ページのコンベンション

推進事業についてお尋ねしたいと思います。大

型の会議で、来年度に開催が決まったものがあ

るのかどうか、そしてそれがこのコンベンショ

ン推進事業の補助金によって誘導されたものな

のかどうかをお尋ねしたいと思います。 

観光政策課長 平成３０年度に予定されておりまして、補助金 

が３００万円以上かかるものということでは今

６件把握しております。ことし６月から来年２

月の間にその６件が開催されると聞いておりま

すが、誘致がこの補助金によるものかどうかと

いうことはちょっとわからないです。 

大島委員  例えば大型の会議を開催する場合に、当然宿泊

というものが絡んでくると思うのですが、例え

ばコンベンションでの会議は富山市で行うけれ

ども、宿泊は金沢市や高山市だとか、ほかの都

市に流れるおそれがあるとすれば、連日開催を

してくれた場合には、もう少し補助金を出すと
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か、宿泊を伴う会議には補助金を少し追加する

というようなことは考えていらっしゃいますか。 

観光政策課長 このコンベンション開催事業補助金の対象とな 

るコンベンションにつきましては、県外参加者

が１００人以上で会期が２日以上、もしくは参

加者が５０人以上で会期が３日以上であるもの

としておりますので、富山市内で確実に泊まっ

ていただけているものと考えております。 

大島委員  それでは同じく議案説明資料１９ページ下のコ

ンベンション誘致促進事業のうち、２（２）事

業内容の「ユニークベニューの実施実績があり、

コンベンション誘致に積極的に取り組む先進都

市への視察を行う」というところですが、どう

いう先進都市を念頭に置いていらっしゃるのか

お尋ねいたします。

観光政策課長 先進都市の候補としましては、まずは札幌市が 

ユニークベニューの冊子のようなものをつくっ

ておられまして、ユニークベニューを実施され

ております。また、静岡市では、富士山を望む

日本庭園でユニークベニューのようなものを実

施しております。あとは松江市においては市所

有施設の興雲閣 島根県の指定有形文化財とい

うもので、ユニークベニューをやっております

ので、これらの先進都市を参考に、視察をした
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り情報提供をお願いしたりしたいと思っておし

ます。 

大島委員  富山市としてはそのユニークベニューというの

はどういうものを考えていらっしゃるのでしょ

うか。 

観光政策課長 富山市の特徴的な施設としましては、やはりガ 

ラス美術館であると思っております。まずは公

共施設の中でガラス美術館のようなところを考

えているところでございます。 

泉委員   議案説明資料１６ページの富山駅総合案内所の

運営について、私は東京などへ行くようになっ

たことで富山駅をよく活用しております。それ

で、富山駅総合案内所の皆さんが本当に温かく

おもてなしをされている姿をよく見ているので

すが、ことしの冬は本当に寒く、案内所は吹き

さらしなものですから、言葉は悪いですけれど

も、朝乃山のように皆さんが着込んで丸くなっ

ていました。これは何とかしてあげたいなとい

う思いがあって、ガラスを張ってはどうかとい

ったようなことではなくて、1 つの提案ですけ

れども、観光イコール横の連携もありますから、

ＰＲも兼ねて地域の間伐材を利用したペレット

ストーブのようなものを用いて、来られたお客

さんも横で温まれるというような環境をつくる
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ことができればというふうに思いました。きゃ

しゃな方々があんなに丸くなるまで着込まなく

てもいいような方策をちょっと考えていただき

たいなという要望です。

観光政策課長 一応、今は案内所の中に小さな電気ストーブを 

置いて対応しておられます。案内所の中で火を

使うとなると、例えばスプリンクラーをつける

など消防法上いろいろと取り組まなければなら

ない課題があるとお聞きしておりますので、今

現在、すぐにペレットストーブを置くというこ

とはちょっと無理だというふうにお聞きしてお

ります。 

佐藤委員  先ほど金厚委員が富山のくすりＰＲ推進事業に

ついておっしゃったように、薬都富山のイメー

ジアップということで、これは観光施策にも通

じると期待をしているのですが、この事業にお

いて３，０００冊のハードカバーの本をつくる

ということで、さまざまな発信を軽くする時代

にありながら、観光的にも、また歴史や記録を

しっかりと整理し、歴史や文化を知るという意

味でも、また着地型観光としても地域資源とし

ても、もう一度しっかりと見直すという意味で

も、ちょっと新しい発想かなと逆に思ったわけ

ですけれども、まず目的を含めてもうちょっと

深く事業について説明いただければと思います。 
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薬業物産課長 まず３，０００冊を制作予定なのですが、その 

内訳については、市が配布したり保管したりす

る分として、今２，２００冊を見込んでおりま

す。その具体的な内容につきましては、やはり

歴史を市民の方に伝えるために市内の図書館や

関連公共施設、その他いろいろな場合に貸し出

す分として２５０冊を考えております。あとは

シティプロモーションとして空港のラウンジで

すとか、政策参与の方々も情報の発信力があり

ますのでそういう方々に活用していただくほか、

富山市は富山県首都圏本部というところに職員

を派遣しておりまして、そこを通じて国の関連

機関などに配ることで富山の薬をしっかりと発

信したいという思いから、シティプロモーショ

ン事業用に３００冊を考えております。また薬

業振興用に薬業団体や配置従事者の方々にも 

薬の歴史等々については改めて話のネタにもな

りますし、富山市としても歴史をきちんと整理

してこのような冊子をしっかりとつくったのだ

ということで活用していただくために６５０冊

で、合わせて１，２００冊を考えております。

それらにプラスして平成３０年度以降もこの本

を大事に使っていきたいと思いますので、いろ

いろな機会においてＰＲツールなどに使う予定

でストック分として約１，０００冊を見ており

ます。残り８００冊につきましては、筆者やエ

ッセイストを確保するのに、紹介していただい
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た方や、薬の歴史資料などについても売薬資料

館にあるもの以外に民間で持っている方につい

ても調査をしておりまして、そういった方々の

協力も受けながら写真提供などをいただきたい

と思っておりますので、そういった方々への御

礼用、あとはメディア用にも配布したいなと思

っております。こういった重厚なものをつくる

ので、ＰＲにつきましても市のホームページや

広報を通して市民の皆様に伝えるとともに市政

記者にも情報を提供したいと思っております。

また薬業界には業界紙というものがございまし

て、業界紙はしっかりと見られますので、そう

いった方々にもしっかりと情報を提供したいと

思います。さらに薬業界でのいろいろな会合に

私どもも出席しております。富山市としてはこ

のように歴史を整理したしっかりとしたものが

今まではなかったものですから、今、薬業界第

１位となっておりますこともあって、そのタイ

ミングで出すということをＰＲしながら薬業の

振興に努めてまいりたいというふうに思ってお

ります。書籍の内容については議案説明資料に

から④まで書いてございますが、さらに調査

していく段階でもっと充実させればいいなとい

うものが出てきた場合には、その方向にかじを

切りながらエッセイストの数を調整するなどし

て、より充実した内容になるようにしたいと思

っております。 
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佐藤委員  熱い答弁をありがとうございます。期待してお

ります。いろいろなところでいいものをつくっ

ていただき、アピールをしていただきたいと思

います。これは市でつくるものですから当然、

非売品ということにならざるを得ないのかもし

れませんが、いいものであればいろいろなとこ

ろで情報を得て問合せが来るくらいのものにな

るのではないかと思うのですけれども、そうい

った意味での今後の見通しといいますか、販売

することは可能なのかどうかも含めて事業内容

をちょっと詰めていただきたいと思います。 

薬業物産課長 委託については、新年度に入りいろいろな業

界と協力しながら制作をしている相手方を見

つけ、その中で販売、編集をする出版社など

の仕組みを整理しながらそういう方向性が出

てくるのかどうか、また可能性や需要などと

いったものを検討していきたいと思っており

ます。 

佐藤委員  商工労働部長、こういったものを例えば売る 

収入財源として上げるということは基本的には

可能なのでしょうか。 

商工労働部長 私どものほうで売るというのはちょっとどうか    

なと思いますが、当然、編集者が絡むと思いま

すので、その編集者が私どもの注文した冊数と
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は別に増刷をして、見込みがあるので売りたい

ということであれば、それは私どももお断りす

るような話では全くないと考えておりますので、

そこは柔軟に対応したいと思います。 

大島委員  議案説明資料１３ページの空港内富山市コーナ

ー改修事業について、昭和５９年からそのまま

だったということになると、かなり古かったと

思うのですが、これを機に羽田空港にそういう

コーナーを設けるということはお考えにはなら

ないのでしょうか。 

薬業物産課長 現在のところは考えておりません。 

小西委員  議案説明資料１０ページのくすり関連施設整備

事業について、これは城址公園の中に薬関連の

施設をつくるというようなことがあったと思う

のですけれども、そのことになるわけでしょう

か。 

薬業物産課長 城址公園内に今、旧図書館がありますが、あの

跡地を想定しております。 

橋本委員  議案説明資料１４ページの富山市まちなか観光

案内所の開設について、まず簡単なところで、

ピクニックラグというのはピクニックシートの

ことかなと思うのですけれども、大きさはどの
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くらいですか。 

観光政策課長 ピクニックシートのことであり、大体１人か２ 

人くらいが入れるようなシートです。 

橋本委員  これは城址公園内で場所を決めて、そこに敷い

てもらうということなのですか。 

観光政策課長 特に場所の指定はありません。どこでも構いま 

せん。 

橋本委員  要望になるかもしれませんが、甲冑乗馬体験が

今から始まるところで、実績はまだわかりませ

んけれども、これだけでは城址公園のにぎわい

を出すにはやはりちょっと薄いのかなと思って

おります。それこそ、本会議場で成田議員が言

われたような、スマートフォンによる仕掛けみ

たいなものを今後考えていかれれば、城址公園

がもっとにぎわうのかなと思っておりますので、

今後ともこれを皮切りににぎわいを求めていた

だきたいなと思っております。 

髙田委員  議案説明資料１５ページの佐藤記念美術館カフ

ェ運営事業について、この事業を新規でされる

予定ですけれども、この社会実験をされた後の

ことなども踏まえて、具体的にもう少し詳しく

教えていただけますか。 
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観光政策課長 この社会実験につきましては、カフェの運営を 

中心にやりたいと思っております。ただし、カ

フェだけではきっと採算が合わないものと想定

しております。そのため、もうすぐ富山市まち

なか観光案内所ができますが、そこでの甲冑体

験とお茶体験とをセットにした商品、もしくは

城址公園の周辺を散策しながらカフェ、お茶体

験ができるような観光商品を開発し、それらを

売ることによって、この事業を民間の会社にや

っていただけないかということを今検証したい

と思っております。市が直営でやるのではなく

て民間の活力を使いたいというふうに今は考え

ております。 

髙田委員  もう１つお聞きしたいのですが、先ほどから何 

回も話が出ている、議案説明資料１１ページの

富山のくすりＰＲ推進事業について、事業内容

の（３）で座談会が開催されるということなの

ですけれども、この座談会の様子や結果なども

この書籍に載せるということですが、具体的に

は座談会の回数や開催時期などは決まっていま

すでしょうか。 

薬業物産課長 座談会の回数については１回を想定しておりま

す。また開催時期につきましては、書籍の内容

の進捗状況、あとは座談会ですから出席者の日

程調整等が必要になってきます。予算をつけた
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後でそういったアポイントなどができるように

なりますので、今はそのようなことを調整しな

がら時期を決めたいと考えております。 

柞山委員  昨日の補正分で提案されております、富山市岩

稲ふれあいセンターの指定管理者の指定の件に

ついては、３年間延伸されたということですが、

今回の商工労働部所管の総括表にはそれを入れ

なくていいのですか。ここには富山市牛岳温泉

健康センター事業特別会計があるのですが、岩

稲ふれあいセンターはどういう項目になるので

すか。 

観光政策課長 岩稲ふれあいセンターは一般会計のほうで予算 

計上をしております。 

柞山委員  白樺ハイツの運営については今後どういう経営

方針なのか改めてお聞きします。 

商工労働部長 白樺ハイツにつきましては、指定管理の契約期 

間がもう１年残っておりますので、事務手続を

進める上では、新年度早々にその後どうするの

かということを決めなければならないような時

期になります。庁内の公共施設利活用検討チー

ムの方針では、もう既に閉鎖というような時期

を何度かくぐっておりまして、今後も施設が果

たしていつまでもつのだろうかというところが
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１つのポイントになってくるかなというふうに

思っております。施設の寿命のようなものも考

えながら、もう一度更新できるのか、もう難し

いのかといったあたりをしっかり見きわめた上

で、施設を続けるということであれば来年の１

年間をかけて新たな指定管理契約の手続をする

ということになるだろうと思います。 

柞山委員  昨日の補正分の審議のときもそういう入り口の

話を少しさせてもらったわけですが、牛岳温泉

健康センター、白樺ハイツ、八尾ゆめの森ゆう

ゆう館、楽今日館といろいろな類似施設があり、

昨日の話を聞いていて、楽今日館についてはか

なり経営努力をされたような姿が数字的には見

られました。同じ指定管理でも牛岳温泉健康セ

ンターについては、ただ管理費をもらって維持

をするという感じしか受け取れないような数字

でありました。そうなると廃止するためにそう

いうことをしているのか、細入地域も山田地域

も自民党会派で地域に入って皆さんの素直な気

持ちを聞いてきたわけですよ。今３月定例会の

一般質問で、全般的に五本議員も合併以来の町

村の心も少し開いていかないといけないという

ような思いで話をしておられたと思いますが、

そういう意味で山田地域のこの牛岳温泉健康セ

ンターについては、やはりスキー場と温泉とい

うことで、その地域のことから考えると大変重
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要な課題だというふうに思っています。そのよ

うな思いでこういう類似施設の維持、統合、あ

るいはどうにもならないということであれば地

域の皆さんにも参加してもらう 細入地域の話

はそうでしたね。地域の住民の皆さんにも参加

し、利用していただいて皆の意識を高めること

で利用度を上げていこうという思いだったと思

います。そのようなことを含めて長い間経験を

積んでこられた商工労働部長の思いを最後に聞

きたいと思います。 

商工労働部長 まず山田地域の件に関しましては、先ほども申 

しましたとおり、公共施設利活用検討チームの

方針では、ささみね、牛岳温泉健康センター、

木・ＭＡＭＡ、グリーンパレスを全て廃止する

という方針が出ておりました。今ほど白樺ハイ

ツのところでも申しましたとおり、昨年ちょう

ど、指定管理の契約が切れる１年前というタイ

ミングを迎えたわけでして、このまま１年間何

もせずに過ごしてしまうと、もうそういう流れ

で施設が全て廃止になってしまいそうだという

ことで、観光振興ということから考えますと、

やはり温泉だけでも何とか残せないだろうかと

いうことでした。山田地域には合併前からスキ

ーと、いで湯の里というキャッチフレーズがあ

りましたので、私どもから政策調整会議に諮り

まして、今のような姿に何とか落ちついたわけ
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であります。ただ、やはりいろいろな議論はご

ざいますが、利用していただかないことにはど

うしようもないということも現実であります。

例えば、温泉施設を１人の方に利用していただ

くために市が一般財源を幾らかけなくてはいけ

ないのかという議論も一方には必ずついて回る

わけですので、やはり施設を維持・存続するた

めには、まず地域の皆さんが一生懸命使うぞと

いうことで稼働率を上げていただくということ

が１番だと思います。私どもももちろん、指定

管理業者も一緒になり、施設のいい所をどんど

んＰＲすることも大事だと思います。やはりそ

こに尽きるのだと思います。利用していただく

ことがまず大前提になってくると思いますので、

それにはＰＲもそうでしょうし、来られたお客

さんにもよかったなと、また行きたいと言って

いただくことも大切です。行政も情報発信とい

うことで尽力はいたしますし、指定管理業者の

皆さんにはサービスの向上、みずからのＰＲと

いうようなことも含めて、とにかく利用を増や

すということに尽きると思いますので、そこへ

向けて両者連携して取り組んでいくということ

が当面は一番大事なことではないかというふう

に思います。 

柞山委員  お互いにそれぞれの立場があると思うのですが、

思っているだけではそれがマッチングしません
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ので、どうかそれぞれ地域の思い、つかさつか

さで、そのことが合議されて少しでも思いをか

なえられるように観光政策課長、よろしくお願

いします。 

委員長   ほかにないようですので、これをもって、議案

の質疑を終結いたします。 

これより、議案第１号中商工労働部所管分、議

案第９号から議案第１３号まで、以上６件の討

論に入ります。 

討論はありませんか。 

      〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

委員長   討論なしと認めます。 

これより、議案第１号中商工労働部所管分、議

案第９号から議案第１３号まで、以上６件を採

決いたします。 

各案件は、原案のとおり決することに御異議あ

りませんか。 

      〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

委員長   御異議なしと認めます。 

よって、各案件は、原案可決されました。 

以上で、商工労働部所管分の議案の審査を終了

いたします。 
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次に、企業立地に係る助成金の要件の見直しに

ついて、 

当局から報告を求めます。 

工業政策課長 〔委員会資料により説明〕 

委員長   ただいまの説明について、何か質問はありませ

んか。 

      〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

委員長   ないようですので、この程度にとどめます。 

次に、商工労働部所管分で、議案及びただいま

の報告以外に、何か質問はありませんか。 

大島委員  来週３月２１日に城址公園のまちなか観光案内

所がオープンされるのですが、その時間はわか

りますでしょうか。 

観光政策課長 オープニングイベントは９時半から行います。 

営業については午後１時から行う予定です。 

委員長   ほかにないようですので、この程度にとどめま

す。 

以上で、商工労働部所管分を終了いたします。

お諮りいたします。

本日の委員会はこの程度にとどめ、散会いたし
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たいと思います。

これに御異議ありませんか。

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

委員長   御異議なしと認めます。 

来週、３月２０日（火曜日）は、午前１０時か

ら委員会を開き、農業委員会事務局、農林水産

部所管分の議案の審査などを行います。 

      本日はこれをもって散会いたします。


